
蚕
〕
昂
ご
こ
ぐ
α
‐
墜
昌
も
吊
服
》
国
巴
昏
］
５
局
》
ら
。
．

【
編
著
書
】
三
８
．
国
○
○
雨
．
、
言
曽
己
斤
く
①
雲
函
シ
・
郡
西
巨
目
○
国
辱
‐

弓
国
ロ
砂
己
Ｃ
耳
①
Ｑ
冒
房
、
目
曽
①
尻
ａ
ｍ
ｏ
Ｑ
ご
甸
戸
己
Ｒ
ご
己
曽
己

吾
①
ロ
の
ぐ
の
一
呂
昌
の
昌
旦
固
己
Ｃ
９
言
○
さ
喝
』
篭
１
画
諸
営

巨
の
。
即
○
○
房
》
○
戸
四
目
○
国
］
〕
島
①
丘
》
殉
国
（
①
号
・
）
即

弓
一
局
西
尉
９
－
’
言
堅
ロ
①
く
里
○
官
〕
扁
三
旦
宅
写
国
里
○
さ
恒
の
竺

弓
言
）
戸
侭
巨
．
函
罠
］
］
①
貝
ｚ
の
諄
『
母
○
ユ
ハ
．
こ
＄
．

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
同
封
の
申
込
害
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
○
原
稿
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
ｌ
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

編
集
後
記

え
て
、
二
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
天
然
痘
根
絶

計
画
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
有
力
の
武
器
と
な
っ
た
ジ
ェ
ン
ナ

ー
の
偉
業
を
た
た
え
て
、
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
国
で
記
念
事
業
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
き
い
て
い
る
。

日
本
医
史
学
会
に
お
い
て
も
学
会
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
わ
が

国
に
現
存
す
る
牛
痘
接
種
害
と
、
牛
痘
法
に
関
連
し
た
書
籍
や
論
文
の

目
録
を
編
裳
す
る
た
め
、
着
々
と
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
通
称

ジ
ェ
ン
ナ
ー
委
員
会
と
よ
ば
れ
て
い
る
委
員
会
の
手
で
、
そ
の
た
め
の

書
式
も
す
で
に
決
定
を
み
て
、
近
々
会
員
の
皆
様
に
ご
依
頼
す
る
手
筈

に
な
っ
て
い
る
。

会
員
の
方
々
に
は
ご
所
蔵
の
牛
痘
接
種
書
や
、
ご
自
分
で
ご
執
筆
に

な
っ
た
牛
痘
法
に
つ
い
て
の
論
文
、
あ
る
い
は
そ
の
際
に
収
集
さ
れ
た

参
考
論
文
な
ど
を
お
し
ら
せ
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
と
く

に
地
方
色
豊
か
な
雑
誌
に
収
載
さ
れ
て
、
会
員
が
目
に
す
る
機
会
の
と

ぼ
し
い
論
文
は
収
録
し
た
い
、
と
い
う
の
が
ジ
ェ
ン
ナ
ー
委
員
会
の
意

図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

記
念
す
べ
き
年
に
関
連
の
文
献
目
録
を
作
成
し
て
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
偉

大
な
業
績
を
顕
彰
し
、
こ
れ
を
後
世
に
つ
た
え
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の

責
務
と
考
え
て
、
お
お
く
の
会
員
が
こ
の
事
業
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

さ
る
三
月
三
日
栃
木
県
壬
生
町
で
「
種
痘
医
斎
藤
玄
昌
記
念
碑
」
の
除

幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
を
記
念
し
て
同
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で

開
催
さ
れ
て
い
る
特
別
展
を
拝
見
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
続
々
と
各
地

で
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
の
ジ
ェ
ン
ナ
ー
顕
彰
事
業
に
ま
け
な
い
文
献
目

録
を
完
成
す
べ
く
、
い
ま
そ
の
歩
み
は
は
じ
ま
っ
た
。
（
深
瀬
泰
且
）

今
年
一
九
九
六
年
は
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ

ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
接
種
法
発
明
か
ら
か
ぞ
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